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　　　　　　　　　　　　冥王星め1942年
　12年前に双子座のδ星附近で獲見された此の冥王星は，太陽系の最：外部を極
めて徐々と其の軌道によって運行してみる．今1942年の初頭には，蟹座のγ星
より北々西11S。ばかりの邊を逆行してみるが，四月14日に同座30番星の南隣で
停留となり，それ以後は順行する．暦の上では，一月の末に封目となり，地球
から37．382軍位の距離に近づくとは言へ，やはり大した遠P巨像であるし，光度
も，眼覗で14．5，爲眞で15等級であるから，槻測には世界一の機械が必要であ
る．
　六月末に火星と會合し，七月末は水星と相前後して，太陽と會合し，八月下
旬には金星と會合することになってみるけれど，　冥王星の黄緯が5コもあるた
め，二野申で他の大遊星と近づくととは無い．
　十月からは曉の星となり，十一月8日にγ星の北東灘で停留し，’年末には幾
らか其の速度を増しつX，太陽から離れて行く．
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　　　　　　　　　　　　1942年の彗星界
今1942年内に近日黒占へ三って回る週期彗星として期待されるものは下の8星
である．
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　此の8っの彗星のうち，最も古い時代からの馴染みの星はラルフ星である．
1884年にドイツの故ラルフ博士に獲見されたもので，今までに7回も出現して
みる．こんどが第8回の出現である・李均週期が8年4ケ月で，六月に近日黒占に
露って來る豫定であるが，地球との關係から言ふと，六一七月頃に襲見され，
実界247 1942年の彗星界、 25
それから年末まで蓮学的に観測が行はれるだらう．光度は可なり淡いものらし
いが，しかし彫れは軌道が大きく，星から地球や太陽までの距離が遠いためで
ある．
　ラルフ星に次いで，古V・馳染みの星はグリグ星である．之れは精しくはグリ
グ・シxレルプ彗星とV・ひ，1902年にグリグ氏が嚢見し，　更に1922年にシェレル
プ氏が開立に獲解したもので，．最近には1937年に第5回の出現をした．今回は
五月に近日貼に麟って來る豫想であるが，其の頃ドシドシ地球に近づいて來る
都合になってゐ’るから1恐らく三一四月の頃に夕室に於いて獲見されるだらう
し，其の後も，約一年の間，日波後の室を賑はすだらう．
　ホ1ムズ彗星は：1892年に最初に見つけられた可なり古顔であるが，1906年に3
回目の出現が観測されたきりで，最近は35ケ年も襯測が行はれてるない．言は
穿行方やS不明の星である．今年は秋の十月頃に近日鮎へ鯖って彫る豫想であ
るが，しかし之れは頗る怪しい．中りに此の豫想通りとすれば，地球との關係
は大野近くて，八一九月の頃に後見されるだらうと思はれるけれど，軌道は大
きいし，位置が可なり不安であるから，推算は困難である．光度も10等級以下
だらう．
　二月に第ニシヴスマン・ワハマン彗星が近日上唇へ齢來するのであるが，實は既
に此の星は1941年十一一月から世界一般に槻測されてるる．1941f星である．
　ペライン彗墨といふのも，名は可なり古くから聞えてみる．何しろ1896年に
獲見され，1909年に再び現はれたのだ・1922年に故中村要氏が国見された≧報
ぜられたことがあるが，押れは確認されなかった．從って，此の星は1909年以
來その行：方が明らかでない疑問の星である．30ケ年以上も失踪してみるので，
軌道も位置も不安であって，此の十月に近礁占へ露って回るといふ豫想も齢り
信頼されない．若し止ヒの豫想が正しいとすれば，十月頃，此の星は地球かち2
箪位以上も離れ，大回太陽の反甥側であるから，こんど．も観測は極めて困難で
あらう．
　う4ンム1卜星は1928年に獲見され，　それから一週期レて，1935年にもチャ
ンと二見されてるる．しかし，今度は八月頃に近日黒占に蹄って來るのだから，
其の頃，地球から見ると，太陽の反封側に當ってみて，都合は悪い．ことによ
　と，むしろ，五一六月頃に稜見されるかも知れない．
るテイラ星も，7屑ブス星も，只1回護見されたきりで，其の後は失踪者である。
ティラ星は1923年，1929年，1936年と，3回も近日黙通過の時期が槻測されす
に絡つた．フォ1ブス星も1936年に、蹄來した筈なのに，誰も之れを見なかった・
こんなわけだから，今1942年度の錦來も，豫想は甚だ困難で，果してうまく見
つかるものか，否か，分らない．殊に，ティラ星の方は，1916年の時に，分裂
した記録を持ってるるのだから，其の後，今日まで26ケ年間に，全く破壊され
て了つたかも知れなV・．
　但し・，彗星界では，毎年の例の通り，待望の週期星ばかりでなくて，全く新
しい彗星も可なり賞しく獲見されるのであるから，熱心家は，毎夜，怠らすに
大室を捜索するととである．職齪のため，眺物あたりでは，彗星の薪後見も，
観測も甚だ振はない現状であるが，我が日本では，近年にも若干の彗星竹垣が
成功したこともあるのだから，我が同胞の；釜々奮起されんことを望む．
